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張
籍
(
字
は
文
昌
、
6
？
～
3
？
)
は
、
中
唐
を
代
表
す
る
文
人
で
あ
り
、
友
人
の
王

 
 
 
 
 
 
 
 
 
フ
 
 
 
 
 
 

建
と
並
ん
で
、
特
に
楽
府
詩
に
優
れ
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
早
く
韓
愈
に
師
事
し
て
「
韓

門
」
の
一
人
に
数
え
ら
れ
、
後
に
は
白
居
易
や
劉
萬
錫
と
も
交
流
を
持
っ
た
。
文
学
の
集

団
化
を
特
徴
と
す
る
こ
の
時
代
に
あ
っ
て
、
当
時
の
二
大
グ
ル
ー
フ
に
ま
た
が
っ
て
活
躍

し
た
と
い
う
点
で
、
特
異
な
存
在
で
あ
る
.
 
、

 
こ
の
た
び
、
張
籍
の
詩
の
訳
注
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
の
は
、
橘
は
白
居
易
・
劉
萬
錫

と
の
関
係
か
ら
、
畑
村
は
韓
愈
と
の
関
係
か
ら
張
籍
に
関
心
を
抱
い
た
た
め
で
あ
る
.
 
、
張

籍
の
詩
の
全
訳
注
は
、
日
本
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
発
表
さ
れ
て
お
ら
ず
、
本
訳
注
に
よ
っ

て
、
中
唐
文
学
研
究
の
発
展
に
資
す
る
一
・
」
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

 
張
籍
の
詩
文
と
し
て
伝
わ
る
も
の
は
、
断
片
を
含
め
、
全
部
で
四
八
九
篇
(
後
掲
中
華

書
局
『
張
籍
詩
集
』
に
基
づ
く
。
)
あ
る
.
 
.
 
そ
の
う
ち
聯
句
が
六
篇
、
散
文
が
二
篇
残
さ

れ
て
お
り
、
本
訳
注
で
は
、
こ
れ
ら
を
除
く
全
壊
に
注
釈
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

 
訳
注
は
、
担
当
者
が
先
ず
草
稿
を
作
り
、
そ
れ
に
対
し
も
う
一
方
が
意
見
を
言
う
と
い

っ
た
形
で
行
い
、
両
者
の
検
討
を
経
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
各
詩
の
担
当
者
は
、
詩

の
最
後
に
記
す
こ
と
に
す
る
。

 
使
用
す
る
テ
キ
ス
ト
は
、
四
部
叢
刊
影
印
明
刊
本
に
基
づ
く
中
華
書
局
『
張
籍
詩
集
』

(
一
九
五
九
年
)
で
あ
る
。
こ
の
本
に
は
、
四
庫
全
書
本
、
唐
詩
百
名
家
本
、
全
唐
詩
本

な
ど
諸
本
と
の
校
勘
が
す
で
に
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
便
か
ら
テ
キ
ス
ト
に
採
用
す

る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
他
、
宋
蜀
刻
本
張
子
昌
集
・
文
苑
英
華
な
ど
を
用
い
て
宇
句
の
校

勘
を
行
う
.
 
訳
注
の
順
番
は
、
『
張
籍
詩
集
』
第
一
巻
の
「
野
居
」
か
ら
順
次
行
う
こ
と

に
す
る
.
 
.
 

 
す
で
に
大
陸
や
香
港
で
発
表
さ
れ
て
い
る
注
釈
書
及
び
年
譜
に
は
以
下
の
も
の
が
あ
り
、

訳
注
を
作
る
に
当
た
り
、
随
時
参
照
す
る
.
 
.
 

 
 
○
注
釈
書

 
①
徐
澄
新
選
注
『
張
王
楽
府
』
(
古
典
文
学
出
版
社
、
一
九
評
し
年
)

 
②
李
郵
政
選
注
『
張
籍
王
建
詩
選
』
(
香
港
三
聯
書
店
、
一
九
八
二
年
)

 
⑧
李
冬
生
注
『
張
籍
集
注
』
(
針
山
書
社
、
 
一
九
八
八
年
)

 
 
○
年
譜

 
④
羅
馬
添
『
唐
代
詩
文
六
家
年
譜
』
(
学
海
出
版
社
、
一
九
八
六
年
)

①
は
、
楽
府
の
な
か
の
五
四
首
を
選
ん
で
注
を
つ
け
て
お
り
、
②
は
、
楽
府
を
中
心
に
五

五
首
を
取
り
上
げ
る
.
 
.
 
③
は
張
籍
の
詩
す
べ
て
に
注
を
つ
け
る
が
、
出
典
や
人
名
の
考
証

な
ど
、
や
や
簡
単
す
ぎ
る
き
ら
い
が
あ
る
。
④
は
年
譜
で
あ
り
、
制
作
年
代
に
つ
い
て
は

基
本
的
に
従
う
こ
と
に
す
る
.
 
、
な
お
、
こ
れ
ら
を
参
照
す
る
際
に
は
、
①
隔
壁
、
②
李
樹
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政
注
、
③
李
冬
生
注
、
④
羅
氏
年
譜
と
略
称
を
用
い
る
。

 
こ
れ
に
加
え
、
今
回
は
参
照
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
全
詩
に
注
し
た
陳
延
傑

注
『
張
籍
詩
注
』
(
長
沙
商
務
印
書
館
鉛
印
本
、
一
九
三
八
年
/
商
務
印
書
館
、
一
九
六

七
年
)
が
あ
り
、
手
に
入
り
次
第
、
参
考
に
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

 
ま
た
、
語
彙
索
引
に
は
、
丸
山
茂
編
『
張
籍
歌
詩
索
引
』
(
朋
友
書
店
、
一
九
し
六
年
)
、

『
全
唐
詩
索
引
』
「
張
籍
巻
」
(
現
代
出
版
社
、
一
九
九
四
年
)
が
あ
り
、
今
後
も
常
に
利

用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

 
な
お
、
張
籍
に
関
す
る
論
文
は
、
年
譜
や
作
品
を
論
じ
た
も
の
な
ど
、
国
内
外
で
す
で

に
多
数
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
改
め
て
整
理
し
た
い
。

 
二
人
で
目
を
通
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
浅
学
ゆ
え
の
誤
り
も
多
い
こ
と
と
思
う
。
諸

賢
の
御
批
正
御
教
示
を
賜
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
.
 
、

〔
追
記
〕
注
釈
書
と
し
て
挙
げ
た
『
張
王
楽
府
』
は
、
久
留
米
大
学
の
静
永
健
氏
に
お

借
り
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
に
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。

竃

訳
注

本
篇
に
は
、
「
野
居
」
「
西
川
」
(
と
も
に
巻
一
)
の
訳
注
を
掲
載
す
る
.
 
.
 

1
野
居

【
題
解
】

「
野
居
」
は
、
野
良
住
ま
い
。
こ
の
詩
が
詠
わ
れ
た
時
、
第
5
句
「
秋
田
」
、
第
6
句
「
野

水
」
と
あ
る
よ
う
に
、
張
籍
の
住
居
が
そ
う
し
た
場
所
に
あ
っ
た
.
 
.
 
「
野
鳥
」
の
語
の
古

い
用
例
に
、
『
史
記
』
李
将
軍
伝
に
、
「
(
李
)
広
家
与
故
頴
陰
侯
孫
、
屏
野
居
、
藍
田
南

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も
レ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
り
ぞ

山
中
射
猟
」
(
(
李
)
広
が
家
 
故
の
頴
陰
侯
の
孫
と
、
野
居
に
屏
き
、
藍
田
の
南
山
中

に
射
し
て
猟
す
)
と
あ
る
'
'
.
 
章
応
物
に
同
題
の
詩
が
あ
り
(
『
全
唐
詩
』
巻
一
九
三
)
、
役

人
生
活
を
辞
め
た
後
の
、
隠
棲
の
様
子
が
詠
わ
れ
て
い
る
.
 
、
ま
た
、
張
籍
自
身
に
、
「
過

費
島
野
居
」
(
巻
二
)
と
題
す
る
詩
が
あ
り
、
質
島
の
長
安
城
郊
外
の
住
ま
い
を
「
野
居
」

と
言
っ
て
い
る
.
 
.
 

 
羅
氏
の
年
譜
に
は
、
こ
の
詩
は
繋
年
さ
れ
て
い
な
い
が
、
第
1
句
「
貧
賎
」
第
1
4
句
「
為

客
」
の
表
現
か
ら
、
張
籍
が
仕
官
す
る
以
前
の
作
と
推
定
さ
れ
る
。
張
籍
は
、
貞
元
十
五

 
 
ハ
ソ
へ

年
(
9
 
三
十
四
歳
)
に
科
挙
進
士
科
に
登
第
し
、
そ
の
後
服
喪
で
和
州
(
今
の
安
徽
省

 
 
フ

の
地
)
に
帰
り
、
元
和
元
年
(
0
6
)
に
、
初
め
て
太
常
寺
太
祝
に
任
ぜ
ら
れ
、
長
安
に
在

住
す
る
こ
と
に
な
る
・
よ
っ
て
冷
こ
の
詩
は
・
元
和
元
年
以
前
で
・
し
か
も
服
喪
の
期
間

を
除
い
た
時
期
に
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
.
 

 
な
お
、
『
張
籍
詩
集
』
が
底
本
と
す
る
「
四
部
叢
刊
」
で
は
、
巻
ヒ
所
収
の
「
古
風
二

十
七
首
」
の
最
後
に
も
こ
の
詩
が
重
複
し
て
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
題
下
に
「
此
一
首
当
補

在
古
風
中
城
南
後
」
(
此
の
一
首
 
当
に
補
い
て
「
古
風
」
中
の
「
城
南
」
の
後
に
在
る

べ
し
)
と
、
根
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
詩
を
「
古
風
二
十
七
首
」
中
の
「
城
南
」

詩
の
次
に
配
置
す
る
の
が
相
応
し
い
と
注
記
す
る
。
テ
キ
ス
ト
で
は
、
「
古
風
二
十
七
首
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
μ
Φ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
赤
井
益
久
氏
の
「
張
籍
の
古
風
二
十
ヒ
首
」
(
『
国
学
院
大

の
な
か
の
詩
を
削
っ
て
い
る
.
 
、

学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
』
六
、
一
九
七
九
年
)
は
、
「
五
言
古
詩
の
「
野
居
」
「
西
州
」

「
雑
怨
」
「
三
原
李
氏
園
宴
集
」
は
元
来
二
十
七
首
の
一
部
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
」

と
述
べ
ら
れ
る
が
、
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
は
説
明
し
て
い
な
い
。



張籍詩訳注(1)一「野居」「西州」一(畑村 学、橘 英範)3

【
本
文
・
書
き
下
し
文
】

-
貧
賎
易
爲
適

2
荒
郊
亦
安
居

3
端
坐
無
絵
思

4
彌
樂
古
人
書

5
秋
田
多
良
苗

6
野
水
多
遊
魚

7
二
二
来
一
網

8
安
得
充
庫
厨

9
寒
天
白
日
短

m
管
下
媛
三
三

n
四
肢
漸
寛
柔

12

?
ｰ
鯵
不
箭

B
多
病
減
志
氣

14

ｨ
客
足
憂
虞

15

ｵ
復
時
節
晩

16

洛
i
掲
平
野

貧
賎
適
と
為
り
易
く

荒
郊
も
 
亦
た
安
居
な
り

端
坐
し
て
 
鯨
思
無
く

弥
い
よ
古
人
の
書
を
楽
し
む

秋
田
 
良
品
多
く

野
水
 
遊
魚
多
し

 
 
プ
き

我
に
来
と
網
と
無
し

 
 
 
ワ
ん
ち
ゆ
う

安
ん
ぞ
庫
蔚
を
充
た
す
を
得
ん

寒
天
 
白
日
短
く

え
ん
か
 
 
 
 
 
 
か
ら
だ
 
 
め
た
た

管
下
 
我
が
躯
を
温
む

四
肢
 
漸
く
寛
柔
な
る
も

中
腸
 
轡
と
し
て
浮
び
ず

多
病
に
し
て
 
志
気
を
減
じ

客
と
為
り
て
 
憂
虞
に
足
る

況
ん
や
復
た
 
時
節
の
晩
る
る
を
・
や

 
 
み

景
を
覧
て
 
独
り
蜘
踊
す

【
口
語
訳
】

1
貧
乏
暮
ら
し
は
 
簡
単
に
自
適
で
き
る
も
の
で

2
荒
れ
果
て
た
野
も
 
ま
た
安
ら
か
な
我
が
家
で
あ
る

3
じ
っ
と
座
っ
て
 
雑
念
な
ど
無
い
た
め

4
ま
す
ま
す
古
人
の
書
を
楽
し
ん
で
読
ん
で
い
る

5
秋
の
田
に
は
 
で
き
の
良
い
苗
が
多
く

6
野
に
流
れ
る
川
に
は
 
泳
ぎ
回
る
魚
が
た
く
さ
ん

7
し
か
し
わ
た
し
に
は
 
す
き
と
網
が
無
い

8
ど
う
し
て
倉
庫
や
台
所
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
k
う

9
寒
空
に
 
日
の
出
て
い
る
時
間
は
短
く

ω
ひ
さ
し
の
下
で
 
我
が
体
を
暖
め
る

1
1
手
足
は
だ
ん
だ
ん
柔
ら
か
く
な
っ
て
き
た
が

12

C
持
ち
は
欝
屈
し
た
ま
ま
晴
れ
な
い

13

a
気
が
ち
の
た
め
 
志
は
薄
れ

14

ｷ
の
身
で
あ
る
た
め
 
憂
い
は
つ
の
る

15

ﾜ
し
て
や
 
年
も
暮
れ
か
か
る
こ
の
季
節
な
ら
な
お
さ
ら
だ

16

i
色
を
眺
め
て
は
 
独
り
う
ろ
う
ろ
す
る
ば
か
り

【
語
釈
】

1
.
 
2
 
貧
賎
易
為
適
、
荒
郊
亦
安
居

〔
貧
賎
〕
貧
乏
暮
ら
し
。
古
く
『
管
子
』
牧
民
に
、
「
民
悪
貧
賎
、
我
富
貴
之
」
(
民
 
貧

 
 
に
く

賎
を
悪
め
ば
、
我
 
之
を
富
貴
に
す
)
と
あ
る
。
詩
の
用
例
と
し
て
は
、
曹
植
「
贈
徐
幹
」

(『

ｶ
選
』
巻
二
四
)
に
、
「
顧
念
蓬
室
士
、
貧
賎
誠
足
憐
」
(
蓬
室
の
士
を
顧
み
念
う
に
、

貧
賎
 
誠
に
憐
れ
む
に
足
る
)
と
あ
る
.
 
、

〔
適
〕
自
適
の
意
。
『
楚
辞
』
九
弁
に
、
「
回
船
皆
有
所
挙
任
国
、
故
高
枕
而
自
適
」
(
尭

舜
は
皆
挙
任
す
る
所
有
り
、
故
に
枕
を
高
く
し
て
自
適
す
)
と
あ
る
.
 
.
 

〔
荒
郊
〕
荒
れ
果
て
た
野
原
、
唐
代
以
前
の
用
例
は
未
見
で
、
初
唐
・
楊
燗
「
和
石
目
御

山
荘
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
五
〇
)
に
、
「
水
浸
何
曽
吠
、
荒
郊
不
復
鋤
」
(
水
は
何
曽
の
吠
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
す

浸
し
、
荒
郊
は
 
復
た
鋤
か
れ
ず
)
と
あ
る
の
が
早
い
用
例
。

〔
安
居
〕
安
ら
か
な
住
ま
い
録
古
く
は
『
孟
子
』
縢
文
題
下
に
、
「
公
孫
衛
、
張
儀
山
豆
不

誠
大
丈
夫
哉
。
 
一
怒
而
諸
侯
櫻
、
安
居
而
天
下
熔
」
(
公
孫
術
、
張
儀
は
山
豆
に
誠
の
大
丈

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
や

夫
な
ら
ざ
ら
ん
や
。
一
た
び
怒
り
て
諸
侯
催
れ
、
安
居
し
て
天
下
熔
む
)
と
見
え
る
。
ま

た
、
丘
遅
「
与
陳
伯
之
書
」
(
『
文
選
』
巻
四
三
)
に
も
、
「
将
軍
松
柏
不
薦
、
親
戚
安
居
」

 
 
 
 
 
 
き

(
将
軍
は
松
柏
蕩
ら
ず
、
親
戚
は
安
居
す
)
と
あ
る
。

な
お
、
第
2
句
は
、
四
庫
本
で
は
「
荒
郊
有
安
居
」
(
凶
漢
に
安
居
有
り
)
に
作
る
。

3
 
・
4

〔
端
坐
〕

起
西
遊
」

端
坐
無
鯨
思
、
弥
楽
古
人
書

じ
っ
と
座
る
。
曹
植
「
贈
王
緊
」
(
『
文
選
』
巻
二
四
)
、
「
端
坐
苦
愁
思
、
三
衣

(
端
坐
し
て
 
愁
思
に
苦
し
み
、
衣
を
撹
り
て
 
起
ち
て
西
に
游
ぶ
)
と
あ
る
。

〔
鯨
思
〕
雑
念
の
意
。
辞
書
に
は
こ
の
意
味
で
用
例
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
.
 
、
詩
の
な
か

で
使
用
さ
れ
た
古
い
例
が
見
当
た
ら
ず
、
管
見
で
は
、
同
時
代
の
元
愼
「
春
月
」
(
中
華

書
局
、
翼
勤
点
校
『
元
積
集
』
巻
六
、
口
以
下
、
元
積
の
詩
文
の
引
用
は
こ
れ
に
拠
る
)
に
、

「
杳
杏
有
飴
思
、
行
行
安
可
忘
」
(
杏
杏
と
し
て
絵
思
有
り
、
行
き
行
き
て
 
安
ん
ぞ
忘

る
ぺ
け
ん
や
)
と
あ
る
が
、
こ
の
場
合
、
「
余
韻
」
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
、
こ
こ
と
異
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な
る
。
同
じ
く
同
時
代
の
白
居
易
に
「
鯨
思
未
尽
。
加
為
六
韻
、
重
寄
富
士
」
(
二
ご
二

九
。
本
文
は
那
波
本
に
拠
り
、
花
房
英
樹
氏
に
よ
る
作
品
番
号
を
記
す
。
以
下
同
じ
)
と

題
す
る
詩
が
あ
る
が
、
こ
の
場
合
も
、
述
べ
尽
く
せ
な
か
っ
た
思
い
を
「
絵
思
」
と
表
現

し
て
お
り
、
張
籍
の
詩
と
は
意
味
が
異
な
る
。

〔
古
人
書
〕
古
人
の
書
.
 
.
 
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
書
物
を
指
す
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、

戸
籍
に
は
、
「
古
人
」
の
用
例
が
こ
の
他
に
二
例
見
え
、
「
寄
芸
者
主
簿
公
」
(
巻
二
)
で

は
、
い
に
し
え
の
詩
作
に
優
れ
た
人
を
指
す
.
 
.
 
「
新
除
水
曹
郎
半
白
舎
人
帰
島
」
(
巻
四
)

は
、
張
籍
の
水
部
員
外
郎
就
任
を
白
居
易
が
祝
い
送
っ
て
き
た
詩
「
喜
張
十
八
博
士
除
水

部
員
外
郎
」
(
一
二
七
五
)
に
答
え
た
も
の
で
、
白
居
易
が
詩
の
中
で
、
過
去
同
じ
よ
う

に
水
部
員
外
郎
の
任
に
あ
り
、
優
れ
た
詩
人
で
あ
っ
た
何
遜
に
張
籍
を
な
ぞ
ら
え
た
こ
と

を
受
け
て
、
計
画
は
答
詩
の
な
か
で
何
遜
を
「
古
人
」
と
言
っ
て
い
る
.
 
.
 

5
.
 
6
 
秋
田
多
良
苗
、
野
水
多
遊
魚

〔
秋
田
〕
秋
の
田
.
 
、
唐
代
以
前
の
詩
に
は
用
例
が
未
見
で
、
張
籍
以
前
で
は
、
劉
長
卿
「
送

青
苗
鄭
判
官
帰
江
西
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
一
四
八
)
に
、
「
三
三
絵
古
地
、
馬
寮
満
秋
田
」
(
三

物
 
古
地
に
絵
り
、
五
稼
 
秋
田
に
満
つ
)
と
見
え
る
の
が
早
い
用
例
。

〔
良
苗
〕
で
き
の
良
い
苗
。
王
緊
「
従
軍
詩
五
首
］
(
『
文
選
』
三
二
し
)
其
一
に
、
「
禽

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
 
ば
か

応
能
為
犠
、
良
苗
実
已
輝
」
(
禽
獣
 
犠
と
為
る
を
偉
る
も
、
良
苗
 
実
に
巳
に
輝
け
り
)

 
 
 
 
 

と
あ
る
。
ま
た
陶
幽
明
「
癸
卯
歳
、
当
言
、
懐
古
田
舎
二
首
」
其
二
(
四
部
叢
刊
本
巻
三
。

陶
淵
明
の
詩
文
の
引
用
は
、
『
文
選
』
所
収
以
外
の
も
の
は
、
す
べ
て
こ
れ
に
拠
る
)
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
だ

も
、
「
平
疇
交
遠
風
、
良
苗
亦
懐
新
」
(
平
疇
 
遠
風
 
交
わ
り
、
良
苗
 
亦
た
新
を
壊
く
)

と
あ
る
。

〔
野
水
〕
野
に
流
れ
る
川
。
張
籍
が
愛
用
し
た
詩
語
の
ひ
と
つ
で
、
倉
皇
中
、
こ
れ
を
含

め
て
五
例
見
え
る
。
「
秋
田
」
と
同
じ
く
唐
代
以
前
の
詩
に
は
用
例
が
未
見
で
、
唐
代
に

入
り
、
張
籍
以
前
で
は
、
孟
浩
然
に
一
例
、
口
固
物
に
二
例
、
劉
長
卿
に
二
例
見
え
る
が
、

何
と
い
っ
て
も
杜
甫
の
五
例
が
群
を
抜
き
、
張
籍
へ
の
影
響
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

杜
甫
「
奉
酬
醇
十
二
丈
判
官
見
贈
」
(
『
杜
詩
古
註
』
巻
↓
九
.
 
.
 
以
下
、
杜
絶
の
引
用
は
同

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
に

書
に
拠
る
)
に
、
「
老
夫
自
汲
澗
、
野
水
日
冷
冷
」
(
老
夫
自
ら
澗
に
汲
み
、
野
水
 
日
び

冷
冷
た
り
)
と
あ
る
の
が
そ
の
｝
例
.
 
.
 

〔
遊
魚
〕
泳
ぎ
回
る
魚
、
曹
植
「
王
仲
宣
諒
皿
(
『
文
選
』
巻
五
六
)
に
、
「
游
魚
失
望
、

帰
鳥
忘
棲
」
(
游
魚
は
浪
を
失
い
、
帰
鳥
は
棲
を
忘
る
)
と
見
え
、
詩
で
は
、
山
岳
「
河

陽
田
作
二
首
」
其
二

は
蘭
の
涛
に
映
じ
、

(『

ｶ
選
』
巻
二
六
)
に
、
「
帰
再
映
蘭
痔
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ほ
ゆ

游
魚
は
円
き
波
を
動
か
す
)
と
見
え
る
.
 
.
 

游
魚
動
円
波
」
(
帰
鷹

7
.
 
8
 
我
無
来
与
網
、
安
得
充
庫
廣

〔
来
与
網
〕
土
地
を
耕
す
す
き
と
魚
を
捕
る
た
め
の
網
.
 
、
農
耕
と
漁
業
は
隠
遁
生
活
の
楽

し
さ
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
、
例
え
ば
、
愈
愈
「
与
従
弟
君
二
君
宥
書
」
(
『
文
選
』
巻

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
き
 

ら
し
し

四
二
)
に
は
、
「
市
貝
方
欲
乗
来
粗
於
山
陽
、
沈
鉤
繕
於
廃
水
」
(
挙
る
に
吾
は
方
に
来
粗

を
山
陽
に
乗
り
、
鉤
繕
を
丹
水
に
沈
め
ん
と
欲
す
)
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

〔
庫
蔚
〕
米
倉
と
調
理
場
。
盛
唐
の
王
季
友
「
寄
章
子
春
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
二
五
九
)
に
、

「
雀
鼠
昼
夜
無
、
知
我
厨
庫
貧
」
(
雀
鼠
 
昼
夜
に
無
く
、
我
が
厨
庫
の
貧
し
き
を
知
る
)

と
、
「
廟
庫
」
の
形
で
使
わ
れ
て
い
る
.
 
.
 

9
・
m
 
寒
天
白
日
短
、
籍
下
媛
印
書

〔
寒
天
〕
寒
々
と
し
た
空
.
 
.
 
三
代
に
入
っ
て
か
ら
用
例
が
見
え
始
め
る
.
 
.
 
沈
佳
期
「
朧
頭

水
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
九
六
)
に
、
「
朧
山
飛
落
葉
、
瀧
雁
度
寒
天
」
(
朧
山
 
落
葉
飛
び
、

 
 
 
 
 
 
セ
た

朧
雁
 
寒
天
を
度
る
)
と
あ
る
。
ま
た
杜
甫
「
公
安
県
懐
古
詩
」
(
『
詳
註
』
巻
二
二
)
に

も
、
「
寒
天
六
日
短
、
風
浪
与
雲
平
」
(
寒
天
 
日
の
短
き
を
催
し
、
風
浪
 
雲
と
平
か
な

り
)
と
見
え
、
張
出
の
詩
と
同
じ
く
、
「
寒
天
」
の
語
が
、
日
が
短
い
こ
と
と
併
せ
て
用

い
ら
れ
て
い
る
。
張
籍
自
身
に
も
、
「
寄
別
者
」
(
三
七
)
に
、
「
寒
天
正
飛
雪
、
行
人
心

切
切
」
(
寒
天
 
正
に
飛
雪
あ
り
、
行
人
 
心
切
切
た
り
)
と
用
例
が
見
え
る
。

〔
白
日
短
〕
太
陽
の
出
て
い
る
時
間
が
短
い
.
 
口

〔
管
下
〕
ひ
さ
し
の
下
。

〔
媛
我
躯
〕
「
媛
」
は
、
あ
た
た
め
る
.
 
「
暖
」
に
同
じ
.
 
.
 
張
籍
「
早
春
病
中
」
(
巻
斗
)

に
、
「
更
憐
晴
日
色
、
漸
漸
暖
熱
居
」
(
更
に
憐
れ
む
 
聖
日
の
色
の
、
漸
漸
と
し
て
 
貧

居
を
暖
む
る
を
)
と
同
様
の
使
わ
れ
方
が
さ
れ
て
い
る
。

一
 
 
 
へ
∠

［
四
肢
〕

計
理
中
、

四
肢
漸
寛
柔
、
中
腸
欝
不
釘

両
手
・
両
足
。
「
四
支
」
に
同
じ
で
、

而
暢
於
四
号
、
発
於
事
業
」
(
美

古
く
『
周
易
』
坤
卦
六
五
文
言
伝
に
、
「
美

馬
の
中
に
在
り
て
、
四
支
に
暢
び
、
事
業
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に
発
す
)
と
見
え
る
。
文
学
作
品
で
は
、
下
乗
「
七
発
」
(
『
文
選
』
巻
三
四
)
に
、
「
今

太
子
膚
色
靡
曼
、
四
馬
委
随
」
(
今
太
子
 
膚
色
零
墨
た
り
、
四
聖
委
随
た
り
)
と
用
例

が
あ
る
。
ま
た
、
三
一
の
「
南
帰
」
(
旧
し
)
に
も
、
「
促
促
念
道
路
、
四
支
不
常
寧
」
(
促

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
や
じ
ら

促
と
し
て
 
道
路
を
念
い
、
四
支
 
常
に
寧
か
な
ら
ず
)
と
用
例
が
見
え
る
.
 
口

［
二
三
〕
手
足
が
暖
ま
っ
て
「
柔
ら
か
く
な
る
こ
と
。
同
様
の
意
味
で
は
用
例
が
見
当
た
ら

ず
、
人
の
寛
容
な
性
格
を
表
す
意
味
と
し
て
、
古
く
『
礼
記
』
中
庸
に
、
「
寛
柔
以
下
、

不
識
無
道
、
南
方
之
強
弓
」
(
寛
柔
に
し
て
以
て
教
え
、
無
道
に
報
い
ざ
る
は
、
南
方
の

強
な
り
)
と
見
え
る
.
 
、

〔
中
腸
〕
気
持
ち
。
前
句
の
「
四
肢
」
が
肉
体
を
指
す
の
に
対
し
、
精
神
を
指
す
。
曹
植

「
送
応
氏
詩
二
首
」
其
二
(
『
文
選
』
一
二
〇
)
に
、
「
愛
至
海
送
深
、
山
山
不
憶
中
腸
」
(
愛

 
 
 
 
 
 
は
な
ば

の
至
り
て
 
望
み
，
苦
、
だ
深
し
、
山
刀
に
中
腸
に
悦
ぢ
ざ
ら
ん
や
)
と
あ
る
。

〔
欝
弓
箭
〕
気
持
ち
が
欝
屈
し
た
ま
ま
で
晴
れ
な
い
。

 
な
お
、
第
1
1
句

ま
ち
)
に
作
る
.
 
.
 

「
漸
」
は
、
「
四
部
叢
刊
本
」
巻
七
所
収
「
野
畑
」
は
、
「
暫
」
(
た
ち

13

E
1
4
 
多
病
減
志
気
、
為
客
足
憂
虞

〔
多
病
〕
体
質
が
病
気
が
ち
で
あ
る
こ
と
。
『
史
記
』
呉
王
湊
伝
に
、
「
陛
下
多
病
志
失
、

不
能
省
察
」
(
陛
下
 
多
病
に
し
て
志
を
失
い
、
省
察
す
る
能
わ
ず
)
と
、
多
病
で
あ
る

こ
と
が
志
を
失
う
こ
と
に
結
び
つ
い
て
お
り
、
張
籍
の
こ
の
詩
と
共
通
す
る
.
 
.
 
ま
た
文
学

作
品
で
は
、
稚
康
「
与
山
骨
三
絶
交
書
」
(
『
文
選
』
巻
四
三
)
に
、
「
桑
門
多
病
」
(
況
ん

や
復
た
多
病
な
る
を
や
)
と
用
例
が
見
え
る
.
 
、
た
だ
、
「
多
病
」
の
語
が
詩
で
用
い
ら
れ

た
例
は
唐
代
以
前
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
管
見
で
は
、
庚
信
の
「
傷
王
司
徒
褒
」
(
『
庚

子
山
集
注
』
三
四
。
以
下
、
庚
信
の
詩
文
の
引
用
は
こ
れ
に
拠
る
)
に
、
「
茂
陵
忽
多
病
、

准
陽
実
未
痙
」
(
茂
陵
 
忽
ち
多
病
、
准
陽
 
実
に
未
だ
窺
え
ず
)
と
、
王
褒
を
「
毒
忌
」
、

す
な
わ
ち
司
馬
相
如
に
な
ぞ
ら
え
て
多
病
と
す
る
例
が
見
え
る
の
み
で
あ
る
(
『
漢
書
』

司
馬
一
如
三
下
に
「
(
相
討
)
常
有
消
渇
病
」
と
あ
る
)
。
た
だ
こ
の
用
例
も
、
『
文
苑
英

華
』
二
三
〇
二
で
は
「
移
病
」
(
病
と
称
し
て
官
を
辞
す
る
こ
と
)
に
作
り
、
や
や
不
安

定
な
用
例
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
，

 
「
多
病
」
の
語
を
、
詩
心
で
自
己
の
体
質
を
言
う
意
味
で
多
用
し
、
張
籍
に
多
大
な
影

響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
の
は
や
は
り
杜
甫
で
あ
る
、
、
杜
手
中
に
は
実
に
二
四
例
こ
の

語
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
次
に
多
い
盧
論
や
白
居
易
、
そ
し
て
張
籍
が
五
例
で
あ

る
の
と
比
較
し
て
も
、
群
を
抜
い
て
多
い
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
杜
甫
以
前

で
は
、
宋
之
問
や
孟
浩
然
に
、
こ
れ
も
ま
た
文
字
の
異
同
を
含
む
不
安
定
な
用
例
な
が
ら

一
例
ず
つ
見
え
る
の
み
で
あ
っ
た
も
の
が
、
杜
甫
で
急
激
に
増
加
し
、
以
降
、
劉
長
卿
に

一
例
、
章
謡
物
二
例
、
銭
起
一
例
、
配
管
一
例
、
劉
萬
錫
一
例
と
、
中
唐
の
詩
人
た
ち
が

少
な
い
な
が
ら
も
継
続
し
て
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
見
ら
れ
る
の

で
あ
る
.
 
.
 

 
杜
甫
の
用
例
を
見
る
と
、
懐
古
詩
で
あ
る
「
琴
毫
」
(
『
詳
註
』
巻
一
●
)
の
な
か
で
司

馬
相
如
に
つ
い
て
「
多
病
」
と
言
う
一
例
を
除
き
、
他
は
全
て
自
己
の
体
質
を
直
接
、
間

接
に
言
う
も
の
で
あ
り
、
張
籍
の
五
例
全
て
が
自
身
の
こ
と
を
言
う
の
と
共
通
し
て
い
る
。

杜
甫
の
用
例
の
な
か
で
、
こ
の
「
野
居
」
詩
と
の
類
似
が
指
摘
で
き
る
の
は
、
か
の
「
登

高
」
(
『
詳
註
』
巻
二
◎
)
の
、
「
万
里
悲
秋
常
作
客
、
百
年
多
病
独
航
毫
」
(
万
里
悲
秋

常
に
客
と
作
り
、
百
年
多
病
 
独
り
墓
に
登
る
)
-
・
」
い
う
表
現
で
あ
ろ
う
.
 
、
こ
こ
に
は
「
多

病
」
で
あ
る
こ
と
と
、
旅
の
身
で
あ
る
こ
と
(
作
客
)
が
対
句
で
詠
わ
れ
て
お
り
、
張
籍

の
詩
と
類
似
す
る
。
さ
ら
に
は
、
後
の
第
1
5
句
に
「
況
復
時
節
晩
」
と
詠
わ
れ
る
よ
う
に
、

季
節
が
秋
で
あ
る
こ
と
が
愁
い
を
さ
ら
に
募
ら
せ
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
も
共
通

点
が
指
摘
で
き
る
.
 

 
な
お
羅
氏
の
年
譜
に
拠
れ
ば
、
張
籍
は
元
和
三
年
(
8
0
8
)
か
ら
十
一
年
(
痴
)
に
か
け

て
眼
病
を
患
っ
て
い
る
。
た
だ
し
そ
の
間
張
籍
は
、
太
常
寺
太
祝
と
し
て
長
安
に
在
住
し

て
い
る
か
ら
、
こ
の
詩
の
制
作
年
代
と
は
一
致
せ
ず
、
よ
っ
て
こ
の
詩
の
「
多
病
」
も
直

接
は
眼
病
に
つ
な
が
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
、
張
籍
の
生
ま
れ
な
が
ら
の
体
質
と
考
え
る
方

が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

〔
志
気
〕
こ
こ
ろ
ざ
し
。
古
く
『
荘
子
』
盗
妬
に
見
え
る
が
、
文
学
作
品
と
し
て
は
、
稚

康
「
与
山
紀
年
絶
交
書
」
(
『
文
選
』
巻
四
三
)
に
、
「
志
気
所
託
、
不
可
引
引
」
(
志
気
の

託
す
る
所
、
奪
う
べ
か
ら
ざ
る
な
り
)
と
あ
る
。
張
紙
「
乾
干
下
心
」
(
巻
ヒ
)
に
も
、
「
君

今
職
下
位
、
志
気
安
得
揚
」
(
君
今
 
職
は
下
位
、
志
気
 
安
ん
ぞ
揚
が
る
を
得
ん
や
)

と
見
え
る
。

〔
憂
虞
〕
憂
い
.
 
、
「
憂
」
「
虞
」
と
も
に
う
れ
い
の
意
。
古
く
『
周
易
』
繋
辞
上
に
、
「
悔

吝
者
、
憂
虞
之
象
也
」
(
着
到
は
、
憂
虞
の
象
な
り
)
と
見
え
る
。
詩
で
は
、
稽
康
「
答

二
郭
詩
三
首
」
其
三
(
『
稽
康
集
校
注
』
巻
一
。
稜
康
の
詩
文
の
引
用
は
、
『
文
選
』
所
収

の
も
の
以
外
は
、
す
べ
て
こ
れ
に
拠
る
)
に
、
「
詳
観
凌
世
務
、
屯
険
多
憂
虞
」
(
凌
た
る

世
務
を
詳
観
す
れ
ば
、
屯
険
に
し
て
 
憂
虞
多
し
)
と
あ
り
、
ま
た
杜
甫
「
北
征
」
(
『
詳

註
』
巻
五
)
に
も
、
「
乾
坤
船
影
痩
、
憂
虞
何
時
畢
」
(
乾
坤
 
瘡
庚
を
含
む
、
憂
虞
 
何

れ
の
時
に
か
畢
ら
ん
)
と
年
例
が
見
え
る
.
 
、
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E
1
6
 
況
復
時
節
晩
、
覧
景
独
日
工

〔
時
節
〕
季
節
。
「
古
詩
十
九
首
」
其
L
(
『
文
選
』
巻
二
九
)
に
、
「
白
露
沽
野
草
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
る
お
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
わ

節
回
復
易
」
(
白
露
は
野
草
を
侍
し
、
時
節
は
忽
ち
復
た
易
れ
り
)
と
あ
る
。

時

〔
覧
景
〕
景
色
を
眺
め
る
。
用
例
は
未
見
。
「
四
部
叢
刊
」
巻
七
所
収
の
詩
は
、
「
覧
物
」

に
作
る
.
 
.
 
意
味
は
「
覧
景
」
に
同
じ
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
で
あ
れ
ば
詩
に
頻
見
し
、
早
く

は
謝
霊
運
が
愛
用
し
た
詩
語
で
、
「
於
南
山
往
北
山
経
湖
中
謄
眺
」
(
『
文
選
』
巻
二
二
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ト

に
、
「
撫
化
心
無
厭
、
覧
物
春
弥
重
」
(
化
を
撫
し
て
 
心
は
厭
く
こ
と
無
く
、
物
を
覧
て

 
春
る
こ
と
弥
い
よ
重
し
)
な
ど
と
見
え
る
。

〔
蜘
踊
〕
俳
徊
し
て
前
に
進
ま
な
い
さ
ま
。
『
毛
詩
』
に
「
蜘
踏
」
の
形
で
見
え
、
郡
風

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か

「
静
女
」
に
、
「
愛
而
不
見
、
掻
首
蜘
踏
」
(
愛
す
れ
ど
も
見
え
ず
、
首
を
掻
き
て
蜘
聾
す
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
か
ん

と
あ
る
。
張
籍
「
夏
日
可
畏
」
(
巻
三
)
に
も
、
「
如
何
倦
遊
子
、
中
路
独
蜘
踊
」
(
如
何

ぞ
 
倦
遊
の
子
の
、
中
路
に
独
り
蜘
証
す
る
を
)
と
あ
る
。

 
第
1
5
句
は
、
『
全
唐
詩
』
で
は
「
況
労
苦
時
節
」
(
況
ん
や
復
た
時
節
に
苦
し
む
を
や
)

に
作
る
。
ま
た
、
第
1
6
句
は
、
「
四
部
叢
刊
」
巻
ヒ
所
収
の
詩
で
は
「
覧
物
空
輪
踊
」
(
物

を
覧
て
 
空
し
く
蜘
廻
す
)
に
作
る
.
 
、

【
補
】

 
こ
の
詩
は
、
第
6
句
ま
で
は
「
野
居
」
で
の
生
活
を
満
喫
す
る
閑
適
の
心
境
が
詠
わ
れ
、

第
7
句
以
降
で
は
、
そ
う
し
た
生
活
に
対
す
る
憂
い
が
詠
わ
れ
て
お
り
、
一
首
の
詩
の
な

か
で
、
詩
人
の
心
境
に
曲
折
が
見
ら
れ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
す
き

 
後
半
の
憂
い
を
も
た
ら
し
た
直
接
の
原
因
は
、
第
7
句
に
「
我
に
来
と
網
と
無
し
」
と

あ
る
よ
う
に
、
農
耕
や
漁
業
を
す
る
道
具
が
な
い
こ
と
に
よ
る
貧
困
で
あ
り
、
そ
れ
に
多

病
の
体
質
や
、
旅
の
身
と
い
う
境
遇
が
加
わ
っ
て
、
憂
い
を
更
に
増
長
さ
せ
て
い
る
。
し

か
し
、
農
具
や
漁
具
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
憂
い
は
解
消
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
ろ

う
。
こ
の
詩
が
、
仕
官
前
の
作
で
あ
る
可
能
性
は
、
す
で
に
【
題
解
】
で
述
べ
た
通
り
で

あ
る
が
、
知
識
人
と
し
て
、
科
挙
に
合
格
し
て
政
治
に
参
与
し
、
経
世
の
才
を
発
揮
す
る

こ
と
こ
そ
が
目
標
で
あ
り
、
現
在
そ
れ
が
か
な
わ
ぬ
か
ら
こ
そ
貧
困
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

憂
え
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、

【
注
】

①
「
古
風
二
十
」
首
し
の
詩
で
、
そ
の
他
の
巻
に
重
複
し
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
、
す

 
な
わ
ち
「
和
李
僕
射
西
園
」
「
岸
花
」
「
野
草
」
「
秋
山
」
「
山
脚
」
も
、
「
野
晒
」
と
同

 
様
に
、
『
張
籍
詩
集
』
で
は
す
べ
て
削
ら
れ
て
い
る
、

②
「
輝
」
は
も
と
「
揮
」
に
作
る
が
、
李
脚
注
「
揮
、
当
為
輝
」
に
従
い
改
め
た
。

③
「
痔
」
は
も
と
「
時
」
に
作
る
が
、
胡
克
家
『
文
選
考
異
』
に
拠
り
改
め
た
、

2
西
州

(
畑
村
)

【
題
解
】

 
「
西
州
」
は
州
の
名
。
唐
の
武
徳
四
年
(
2
)
高
昌
を
平
定
し
て
そ
の
地
を
三
州
と
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

た
.
 
奎
元
隻
'
'
)
、
交
河
郡
・
、
改
め
、
乾
元
添
窪
彿
)
、
栖
朝
に
復
し
た
。
漢
の
車

師
前
王
庭
の
地
。
現
在
の
新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
吐
魯
番
県
と
都
善
県
の
地
。
貞
元
七
年

(
9
)
以
後
は
吐
蕃
(
チ
ベ
ッ
ト
族
)
の
地
と
な
っ
た
.
 
.
 

 
フ

 
こ
の
詩
は
、
異
民
族
に
支
配
さ
れ
た
呂
州
を
舞
台
に
し
た
辺
塞
詩
で
あ
る
。
「
西
州
」

と
い
う
こ
と
ば
自
体
は
、
唐
詩
の
中
で
は
、
単
に
西
方
の
州
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
た

り
、
謝
安
の
死
後
羊
曇
が
西
州
門
を
通
ら
な
か
っ
た
と
い
う
故
事
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
る

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
、
辺
塞
詩
の
舞
台
と
し
て
こ
の
こ
と
ば
が
選
ば
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
張
籍
の
も
う
↓
例
「
送
元
宗
簡
」
(
巻
六
)
も
、
京
師
の
西

に
当
た
る
岐
州
を
「
西
州
」
と
呼
ん
で
い
る
。

 
単
に
西
の
州
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
固
有
名

詞
と
し
て
解
釈
し
た
。
異
民
族
と
の
戦
い
を
描
い
た
作
品
で
「
西
州
」
と
い
え
ば
、
唐
代

の
人
々
に
は
や
は
り
固
有
名
詞
と
し
て
の
西
州
が
意
識
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
か
ら

で
あ
る
。
李
側
生
注
も
固
有
名
詞
と
し
て
解
釈
し
て
い
る
。

 
な
お
、
別
名
の
「
交
河
」
は
、
零
参
.
 
に
八
例
の
用
例
が
見
え
、
杜
甫
の
「
前
出
塞
九
首
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ニ
 
 
れ
ノ

其
一
(
『
詳
註
』
巻
二
)
に
も
「
戚
戚
去
故
里
、
悠
悠
寒
心
河
」
(
戚
戚
と
し
て
 
故
里
を

去
り
、
悠
悠
と
し
て
 
二
河
に
赴
く
)
と
い
う
句
が
見
え
る
な
ど
、
辺
塞
詩
に
多
く
用
い

ら
れ
て
い
る
。
「
交
河
」
は
皇
籍
に
は
用
例
が
な
い
が
、
同
時
代
の
白
居
易
の
新
楽
府
「
縛

愛
人
」
二
四
四
)
な
ど
に
も
見
え
て
い
る
。

 
な
お
、
ウ
イ
グ
ル
族
の
一
部
が
天
山
山
脈
を
越
え
て
西
州
に
国
家
を
形
成
し
、
「
西
州

回
鵤
」
と
呼
ば
れ
て
有
名
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
唐
の
開
成
五
年
(
く
4
)
の
ウ
イ
グ
ル
王
国

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
8

崩
壊
以
後
の
こ
と
で
、
張
籍
の
死
後
に
な
る
。
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【
本
文
・
書
き
下
し
文
】

1
先
胡
櫨
西
州

2
近
旬
無
邊
城

3
山
東
牧
税
租

4
養
我
防
塞
兵

5
胡
騎
來
無
時

6
居
人
常
震
驚

7
嵯
我
五
陵
間

8
仁
者
罷
転
耕

9
児
頭
多
熟
傷

10

m
卒
難
全
形

11

S
自
答
丁
役

12

苺
v
各
征
行

B
生
男
不
能
養

14

�
g
有
姓
名

15

ﾇ
馬
不
念
秣

16

�
m
不
荷
螢

1718

ﾄ
説
天
下
平

き
ょ
う
こ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ

莞
胡
 
西
州
に
拠
り

き
ん
で
ん

近
旬
に
 
辺
城
無
し

 
 
 
ぜ
い
そ

山
東
 
税
租
を
収
め

 
 
ぼ
う
そ
く

我
が
防
塞
の
兵
を
養
う

 
 
 
き
た
 
 
 
 
 
と
き

胡
騎
 
来
る
に
時
無
く

 
 
 
 
 
し
ん
き
ょ
う

居
人
 
常
に
震
驚
す

あ
あ嵯

 
我
が
五
陵
の
間

 
 
 
う
ん
こ
う
 
 
 
や

農
者
 
転
耕
を
罷
む

 
 
 
さ
っ
し
ょ
う

辺
頭
 
熟
傷
多
く

 
 
 
 
 
ま
っ
と

士
卒
 
形
を
全
う
し
難
し

 
 
 
 
 
 
は
っ

郡
県
 
賢
立
を
発
し

丈
夫
 
各
お
の
征
行
す

男
を
生
む
も
 
養
う
能
わ
ず

 
 
 
 
 
 
 
お
そ

身
に
姓
名
有
る
を
催
る

 
 
 
ま
ぐ
さ
 
 
お
も

良
馬
は
秣
を
念
わ
ず

 
 
 
こ
う
え
い

烈
士
は
筍
営
せ
ず

 
 
 
 
 
 
 
 
の
ぞ

願
う
所
は
 
国
難
を
除
き

再
び
天
下
の
平
ら
か
な
る
に
逢
わ
ん
こ
と
を

【
口
語
訳
】

1
西
方
の
異
民
族
ど
も
は
，
西
州
を
拠
点
と
し
て
お
り

2
そ
の
近
郊
に
は
 
我
が
前
線
基
地
と
な
る
城
市
が
な
い

3
山
東
の
地
が
 
税
金
を
徴
収
し
て

4
我
ら
の
辺
境
防
衛
軍
を
養
っ
て
い
る

5
え
び
す
の
騎
兵
隊
は
 
時
を
選
ば
ず
攻
め
て
き
て

6
住
民
た
ち
は
 
い
つ
も
驚
く
ば
か
り

7
あ
あ
 
我
が
五
陵
の
あ
た
り
で
も

8
農
民
た
ち
は
 
農
作
業
を
や
め
て
し
ま
っ
た

9
辺
地
で
は
 
や
た
ら
と
傷
つ
け
殺
し
合
い

10

ｺ
士
た
ち
は
 
無
傷
で
は
い
ら
れ
な
い

11

曹
ｶ
ゅ
う
の
郡
や
県
が
 
兵
士
た
ち
を
集
め

1
2
一
人
前
の
男
は
 
そ
れ
ぞ
れ
従
軍
し
て
い
る

13

j
の
子
を
生
ん
で
も
 
育
て
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い

14

ｩ
分
の
名
前
が
 
徴
兵
名
簿
に
あ
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
る
の
だ

15

謔
｢
馬
は
 
飼
い
葉
の
こ
と
を
意
に
介
さ
ず

16

C
概
の
あ
る
男
は
 
一
時
的
な
私
利
を
も
と
め
な
い
も
の

17

閧
､
こ
と
と
い
え
ば
 
国
の
難
儀
を
救
っ
て

18

ﾓ
た
た
び
天
下
太
平
の
世
の
中
に
逢
う
こ
と
な
の
だ

【
語
釈
】

1
.
 
2
 
先
胡
拠
西
州
、
近
旬
無
辺
城

〔
先
胡
〕
西
方
の
異
民
族
を
指
し
て
い
う
。
こ
こ
で
は
吐
蕃
す
な
わ
ち
チ
ベ
ソ
ト
族
を
い

う
。
『
後
漢
書
』
西
莞
伝
「
東
号
麻
奴
」
の
条
に
、
「
莞
胡
斬
碕
者
、
賜
金
百
済
、
銀
二
百

 
 
 
 
 
 
 
 
 
き

斤
」
(
莞
胡
の
(
杜
)
碕
を
斬
る
者
は
、
金
百
斤
、
銀
二
百
斤
を
賜
う
)
と
い
う
。
詩
に

お
い
て
は
、
左
油
譲
の
「
詠
史
八
首
」
其
｝
 
(
『
文
選
聾
つ
捲
二
一
)
に
「
左
晒
澄
江
湘
、
右

紛
定
莞
胡
」
(
左
晒
し
て
は
 
江
湘
を
澄
ま
し
め
、
右
扮
し
て
は
 
手
許
を
定
め
ん
)
と

い
う
句
が
あ
る
。

〔
拠
西
州
〕

で
あ
ろ
う
。

「
西
州
」
は
【
題
解
】
参
照
。
吐
蕃
が
西
門
を
拠
点
に
し
て
い
る
と
い
う
の

〔
近
旬
〕
都
城
の
近
郊
を
指
す
。
旬
は
都
城
の
郊
外
を
い
う
。
『
春
秋
』
裏
公
二
十
一
年

の
『
左
伝
』
に
「
将
逃
罪
、
罪
重
於
郊
旬
」
(
将
に
罪
を
逃
れ
ん
と
し
、
罪
は
郊
旬
に
重

な
る
)
と
あ
り
、
杜
預
の
注
に
「
郭
外
日
郊
、
郊
外
日
旬
」
(
郭
外
を
郊
と
日
い
、
郊
外

を
旬
と
日
う
)
と
い
う
。

 
『
晋
書
』
食
貨
志
に
「
此
又
三
魏
近
旬
、
意
馬
復
常
数
十
万
斜
穀
」
(
此
れ
又
た
三
魏

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
く

の
近
旬
に
し
て
、
歳
ご
と
に
当
に
復
た
数
十
万
斜
の
穀
を
入
る
べ
し
)
と
有
り
、
張
九
齢

の
「
奉
和
吏
部
崔
尚
書
雨
後
大
明
朝
堂
望
南
山
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
四
九
)
に
「
林
学
鋪
近

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
め
ぐ

旬
、
煙
講
邊
晴
川
」
(
林
華
・
近
旬
に
旧
き
、
煙
霜
 
晴
川
を
遷
る
)
の
句
が
あ
り
、
顧

況
の
「
楽
府
」
(
『
全
唐
詩
』
三
二
六
六
)
に
も
、
「
暖
谷
春
光
至
、
農
遊
底
旬
栄
」
(
暖
谷

 
 
 
 
 
 
し
ん
ゆ
う

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
え
い

 
春
光
至
り
、
震
遊
 
近
旬
の
栄
な
り
)
の
句
が
あ
る
。
以
上
の
用
例
か
ら
す
る
と
都
の

近
郊
を
い
う
の
が
普
通
の
よ
う
で
あ
る
が
、
「
都
の
近
郊
に
辺
境
の
城
が
な
い
」
と
い
う

の
は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
「
軍
記
」
の
側
か
ら
根
拠

地
で
あ
る
西
州
の
近
郊
を
い
う
も
の
と
し
て
解
釈
し
た
。

〔
無
辺
城
〕
「
辺
城
」
は
辺
境
地
帯
の
城
市
。
『
管
子
』
着
地
に
「
当
冬
三
月
、
天
地
閉
蔵
、

暑
雨
止
、
大
寒
起
、
万
物
実
熟
、
利
以
填
塞
空
郡
、
繕
辺
城
、
塗
郭
術
、
平
度
量
、
正
権

衡
、
虚
牢
獄
、
實
庫
倉
」
(
冬
三
月
に
当
た
り
、
天
地
 
閉
蔵
し
、
三
世
 
止
み
、
大
寒
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起
こ
り
、
万
物
知
.
 
煎
し
、
以
亮
羅
を
填
塞
し
・
辺
城
を
.
 
儀
い
・
郭
術
を
謙
貢

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ
た

度
量
を
平
ら
か
に
し
、
権
衡
を
正
し
、
牢
獄
を
虚
し
く
し
、
庫
倉
を
実
す
に
利
あ
り
)
と

い
う
.
 
、

 
詩
に
お
い
て
も
よ
く
用
い
ら
れ
、
例
え
ば
零
参
の
「
胡
茄
歌
送
顔
真
卿
使
河
朧
…
」
(
上

海
古
籍
出
版
社
『
零
参
集
校
注
』
巻
一
。
以
下
、
零
参
の
詩
文
の
引
用
は
同
書
に
拠
る
)

に
「
辺
城
夜
夜
多
愁
夢
、
向
月
胡
茄
誰
喜
聞
」
(
辺
城
夜
夜
 
愁
夢
多
し
、
月
に
向
か
い

て
胡
茄
 
誰
か
聞
く
を
喜
ば
ん
)
の
句
が
あ
り
、
杜
甫
の
.
 
送
高
三
十
五
書
記
十
五
韻
」

(『

ﾚ
註
』
巻
二
)
に
も
「
辺
城
有
鯨
力
、
早
寄
従
軍
詩
」
(
辺
城
 
鯨
力
有
ら
ば
、
早
く

寄
せ
よ
 
従
軍
の
詩
)
と
い
う
な
ど
、
辺
境
地
帯
の
景
物
と
し
て
詠
ぜ
ら
れ
る
・

 
こ
の
「
辺
城
」
は
唐
王
朝
の
側
か
ら
辺
境
地
帯
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
.
 
、
す
な
わ
ち
こ

の
句
は
、
「
二
胡
」
の
根
拠
地
で
あ
る
伊
州
の
付
近
に
は
、
唐
の
前
線
基
地
と
な
る
辺
境

の
城
市
が
な
い
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

 
な
お
、
「
無
」
の
文
字
を
「
為
」
に
作
る
テ
キ
ス
ト
も
あ
る
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
都

の
近
く
ま
で
辺
塞
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
に
な
り
、
戦
争
が
都
の
す
ぐ
近
く

で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
誇
張
的
に
表
現
し
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
.
 
.
 

 
冒
頭
の
二
句
。
唐
王
朝
と
吐
蕃
の
緊
張
関
係
を
大
づ
か
み
に
表
現
し
て
舞
台
設
定
が
な

さ
れ
、
詩
が
歌
い
起
こ
さ
れ
る
。

3
.
 
4
 
山
東
収
税
租
、
養
蜂
防
塞
兵

〔
山
東
〕
太
行
山
以
東
を
指
す
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
華
山
あ
る
い
は
晴
山
以
東
の

地
、
す
な
わ
ち
関
東
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
戦
国
時
代
に
は
秦
以
外
の
六
国
の
地
を
も
指

し
、
漢
民
族
の
居
住
地
と
い
う
意
味
合
い
を
帯
び
た
こ
と
ば
で
あ
る
.
 
.
 
『
戦
国
策
』
趙
策

二
に
「
六
国
従
」
襯
諏
按
秦
、
秦
必
不
敢
出
兵
於
函
戸
扉
、
三
景
山
東
 
」
(
六
国
匿
う
親
し

て
以
っ
て
秦
を
擦
け
ば
、
秦
 
必
ず
敢
え
て
兵
を
函
谷
関
に
出
し
、
以
て
山
東
を
害
せ
ざ

ら
ん
)
と
い
う
。
詩
に
お
い
て
も
飽
照
の
「
数
詩
」
(
『
文
選
』
巻
三
〇
)
に
「
一
身
仕
関

西
、
家
族
満
山
東
」
二
身
 
関
西
に
仕
え
、
家
族
 
山
東
に
満
つ
)
の
句
が
あ
る
。

〔
収
税
租
〕
「
税
租
」
は
租
税
の
こ
と
。
『
管
子
』
立
政
に
「
国
之
所
以
富
貧
者
五
、
軽
税

租
、
一
項
敏
、
不
足
侍
也
」
(
国
の
富
貧
な
る
所
以
の
者
は
五
あ
り
、
税
租
を
軽
く
し
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
の

賦
敏
を
薄
く
す
る
は
、
侍
む
に
足
ら
ざ
る
な
り
)
と
い
う
。

〔
養
我
防
塞
兵
〕
「
塞
」
は
音
ソ
ク
(
入
声
)
の
場
合
ふ
さ
ぐ
・
ふ
せ
ぐ
の
意
、
音
サ
イ

(
去
声
)
の
場
合
と
り
で
の
意
。
『
漢
書
』
谷
永
伝
に
「
救
勧
耕
桑
、
母
岩
農
時
、
以
慰

緩
元
元
回
心
、
防
塞
大
姦
之
隙
」
(
射
し
て
耕
桑
を
勧
め
・
農
時
を
奪
う
み
く
・
以
て
元

 
 
 
 
し
プ
し
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ホ
さ

元
の
心
を
慰
緩
し
、
大
姦
の
隙
を
防
塞
せ
し
む
)
と
い
う
の
は
ソ
ク
の
音
で
、
ふ
せ
ぎ
守

る
意
。
こ
こ
で
は
そ
れ
に
基
づ
い
て
解
釈
し
た
が
、
あ
る
い
は
と
り
で
を
守
る
の
意
か
も

し
れ
な
い
。

 
前
の
二
野
の
舞
台
設
定
を
承
け
て
、
唐
王
朝
が
国
の
財
政
を
傾
け
て
辺
境
の
守
備
兵
を

養
う
こ
と
を
い
う
二
句
。

5
.
 
6
 
緊
急
来
三
時
、
居
人
常
震
驚

〔
胡
騎
〕
異
民
族
鶴
兵
.
 
『
史
記
』
緯
侯
周
勃
世
家
に
「
泌
前
信
武
泉
、
撃
胡
騎
、
破

望
事
泉
北
」
(
以
て
前
ん
で
霊
泉
に
至
り
、
胡
騎
を
撃
ち
、
之
を
武
烈
の
北
に
破
る
)
と

い
う
。
杜
甫
の
「
哀
江
頭
」
(
『
詳
註
』
巻
四
)
に
「
黄
昏
胡
騎
塵
満
城
、
欲
往
城
南
望
城

北
」
(
黄
昏
胡
馬
 
塵
城
に
満
ち
、
城
南
に
往
か
ん
と
欲
し
て
城
北
を
望
む
)
と
い
い
、
「
前

出
塞
九
首
」
其
五
(
前
出
)
に
も
「
隔
河
見
溌
墨
、
條
忽
数
回
群
」
(
河
を
隔
て
て
 
胡

 
 
 
 
 
し
ば
く
こ
つ

騎
を
見
る
、
條
忽
と
し
て
 
二
百
群
)
と
い
う
.
 
、

〔
来
由
時
〕
「
土
葬
」
は
時
を
選
ば
な
い
こ
と
。
『
儀
礼
』
霊
迎
礼
に
「
契
昼
夜
無
時
」
(
実

す
る
に
昼
夜
時
無
し
)
と
あ
り
、
鄭
玄
の
注
に
「
哀
至
善
実
、
非
訟
朝
夕
」
(
哀
至
れ
ば

則
ち
実
し
、
必
ず
し
も
朝
夕
に
非
ず
)
と
い
う
.
 
、
詩
に
お
い
て
は
、
杜
甫
の
「
三
川
観
水

脹
二
十
韻
」
(
『
詳
註
』
巻
四
)
に
「
火
雲
出
無
時
、
飛
電
常
在
目
」
(
三
雲
 
出
つ
る
に

時
無
く
、
飛
電
 
常
に
目
に
在
り
)
と
い
い
、
「
前
出
塞
九
首
」
其
二
(
前
出
)
に
も
「
骨

肉
栢
山
明
断
、
男
児
音
無
時
」
(
骨
肉
 
恩
 
山
豆
に
断
た
ん
や
、
男
児
 
死
す
る
に
時
無
し
)

の
句
が
あ
る
.
 
.
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ゆ
 
 
 
 
 
で
ん

〔
居
人
〕
住
人
.
 
.
 
『
毛
詩
』
鄭
風
「
宿
悪
田
」
に
「
腰
当
田
、
巷
無
居
人
」
(
叔
 
干
き
て
田

 
 
ら
ま
た

す
、
巷
に
居
人
減
し
)
。
、
い
い
、
髄
照
絶
東
門
行
」
(
『
文
選
』
巻
二
八
紳
ら
に
唐
人

掩
二
十
、
行
子
夜
中
飯
」
(
居
人
は
閨
を
掩
い
て
臥
す
も
、
行
子
は
夜
中
に
飯
う
)
と
い

，
つ
〔

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
わ
れ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た

〔
常
適
量
〕
『
尚
書
』
舜
典
に
「
朕
塑
識
事
序
行
、
震
驚
朕
師
」
(
朕
 
識
説
の
行
い
を
珍

 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
に
く

ち
、
朕
が
師
を
震
脱
す
る
を
壁
む
)
と
い
い
、
『
毛
起
』
大
雅
「
寸
功
」
に
も
「
徐
方
繹

騒
、
震
驚
徐
方
、
如
雷
如
窪
、
徐
方
震
驚
」
(
徐
方
繹
騒
し
、
徐
方
を
震
驚
す
、
雷
の
如

く
違
の
如
く
、
徐
方
震
驚
す
)
と
い
う
。

 
こ
の
聯
句
で
は
、
吐
蕃
の
軍
の
侵
入
に
お
び
え
る
「
西
州
」
の
住
民
の
姿
が
描
か
れ
る
。

以
上
ま
で
が
お
お
よ
そ
の
状
況
を
説
明
し
た
部
分
で
あ
る
と
い
え
る
。
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7
・
8
 
道
標
五
陵
間
、
農
者
罷
転
耕

〔
嵯
我
五
陵
問
〕
漢
の
聖
帝
以
下
五
人
置
皇
帝
の
陵
墓
。
長
陵
(
高
帝
)
・
安
陵
(
恵
帝
)

・
陽
陵
(
景
帝
)
・
茂
陵
(
武
帝
)
・
平
陵
(
昭
帝
)
を
い
う
。
長
安
の
近
郊
。
付
近
に
豪

族
や
外
戚
を
住
ま
わ
せ
た
た
め
、
豪
族
や
遊
侠
の
人
の
住
む
場
所
と
し
て
詩
文
に
よ
く
用

い
ら
れ
る
。
『
漢
書
』
游
侠
伝
の
原
渉
の
伝
に
「
郡
国
諸
豪
及
長
安
五
陵
諸
為
気
節
者
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も
ろ
も
ろ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
れ

皆
帰
之
」
(
郡
国
の
諸
豪
及
び
長
安
五
陵
の
諸
の
気
節
を
為
す
者
、
皆
 
之
に
帰
す
)

と
あ
り
、
顔
師
古
の
注
に
、
「
五
陵
、
謂
長
陵
・
安
陵
・
陽
陵
・
茂
陵
・
平
飼
也
」
(
五
陵

は
、
稗
貫
・
安
陵
・
陽
陵
・
茂
陵
・
平
陵
を
謂
う
な
り
)
と
い
う
。

 
優
男
の
『
玉
壷
愚
詠
』
序
に
も
「
其
人
也
、
五
陵
豪
族
、
充
選
抜
庭
、
四
姓
良
家
、
馳

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
え
き
て
い

名
永
巷
」
(
其
の
人
や
、
五
陵
の
豪
族
に
し
て
、
扱
庭
に
充
選
せ
ら
れ
、
四
姓
の
良
家
に

 
 
 
 
 
 
 
 
は

し
て
、
名
を
永
巷
に
馳
す
)
と
、
豪
族
の
居
住
地
と
し
て
用
い
ら
れ
、
李
白
の
有
名
な
「
少

年
行
二
首
」
其
二
(
中
華
端
局
、
王
碕
注
『
李
太
白
全
集
』
巻
六
。
以
下
、
李
白
の
詩
の

引
用
は
同
書
に
拠
る
)
で
も
「
五
二
年
少
金
市
東
、
銀
鼠
白
馬
度
春
風
」
(
丁
霊
の
年
少

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
わ
た

 
金
市
の
東
、
銀
鞍
白
馬
 
春
風
を
撮
る
)
と
、
遊
侠
少
年
の
出
身
地
と
し
て
用
い
ら
れ

る
。 

こ
こ
で
は
、
「
脳
幹
三
間
」
と
い
っ
て
お
り
、
こ
の
詩
の
主
人
公
が
こ
の
五
陵
の
出
身

1
1
遊
侠
少
年
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

 
な
お
、
詩
調
で
用
い
ら
れ
る
「
五
陵
」
に
つ
い
て
、
植
木
久
行
氏
に
、
「
詩
語
「
五
陵
」

考
-
一
地
名
の
多
義
的
用
法
を
め
ぐ
っ
て
一
」
(
『
古
田
教
授
退
官
記
念
中
国
文
学
語
学
論

集
』
、
東
方
書
店
、
一
九
八
五
年
)
が
あ
る
。

〔
農
者
〕
農
民
。
用
例
の
あ
ま
り
見
当
た
ら
な
い
こ
と
ば
で
、
張
籍
も
こ
の
一
例
の
み
。

同
時
代
の
白
居
易
に
、
「
村
居
苦
寒
詩
」
(
四
六
)
に
「
乃
知
大
廿
歳
、
飾
者
尤
苦
辛
」
(
乃

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も
っ
と

ち
知
る
 
大
寒
の
歳
、
農
者
 
尤
も
苦
辛
す
る
を
)
と
い
う
他
、
一
例
が
見
え
る
。

〔
罷
転
耕
〕
「
転
耕
」
は
玉
転
に
同
じ
。
耕
す
こ
と
。
『
韓
非
子
』
外
儲
説
左
上
に
「
庸
客

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と

揚
力
而
疾
転
耕
者
、
尽
巧
而
正
畦
阻
立
時
者
、
非
愛
主
人
也
」
(
志
念
の
力
を
致
し
て
疾

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
け
い
は
く
け
い
じ

く
転
耕
し
、
巧
み
を
尽
く
し
て
畦
阻
等
時
を
正
す
は
、
主
人
を
愛
す
る
に
非
ざ
る
な
り
)

と
い
う
。

 
主
人
公
が
明
ら
か
に
な
り
、
農
民
が
農
耕
を
や
め
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
た
二
句
。
農
民

が
農
耕
を
や
め
る
理
由
は
、
以
下
の
句
に
語
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
結
局
徴
兵
さ
れ
て
し

ま
う
か
ら
、
働
い
て
い
て
も
し
ょ
う
が
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

9
・
1
0
 
辺
頭
多
熱
傷
、
士
卒
難
全
形

〔
辺
頭
〕
辺
地
・
辺
墳
の
こ
と
。
頭
は
接
尾
辞
。
王
昌
齢
「
塞
謡
曲
四
首
」
其
四
(
『
全

唐
詩
』
巻
一
四
〇
)
に
「
骨
頭
何
惨
惨
、
已
葬
雷
将
軍
」
(
辺
頭
 
何
ぞ
惨
惨
た
る
、
已

 
か
く

に
雷
将
軍
を
葬
る
)
の
句
が
あ
る
。

〔
多
熱
傷
〕
「
熱
」
は
「
殺
」
に
同
じ
。
「
熱
傷
」
は
「
殺
傷
」
、
殺
し
傷
つ
け
る
こ
と
。
『
墨

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
れ

子
』
挺
身
に
「
殺
傷
人
之
核
、
無
甲
案
心
」
(
人
を
殺
傷
す
る
の
核
、
之
を
心
に
存
す
る

無
し
)
い
い
、
『
史
記
』
衛
将
軍
騨
騎
列
傳
に
「
時
已
昏
、
漢
旬
奴
相
紛
墾
、
殺
傷
大
当
」

 
 
 
 
く
ら
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ふ
ん
じ
よ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
お

(
時
已
に
昏
く
、
漢
勾
奴
済
い
紛
絶
し
、
殺
傷
大
よ
そ
当
た
る
)
と
い
う
。
杜
甫
の
「
前

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
や
し

藩
翰
九
首
」
其
六
(
前
出
)
に
も
「
手
品
黒
土
陵
、
宣
在
多
殺
傷
」
(
美
く
も
能
く
侵
陵

を
制
せ
ば
、
量
に
多
く
殺
傷
す
る
に
在
ら
ん
や
)
と
い
う
句
が
あ
る
。

〔
士
卒
〕
兵
士
を
い
う
。
『
戦
国
策
』
東
周
に
「
凡
一
鼎
而
九
万
人
朝
之
、
九
九
八
十
一

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
れ
 
 
ひ

万
人
目
士
卒
師
徒
、
器
械
黒
具
、
所
以
備
平
平
此
」
(
凡
そ
一
鼎
に
し
て
九
万
人
 
之
を
翰

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
れ
 
 
か
な

き
、
九
九
八
十
一
万
人
、
士
卒
師
徒
、
器
械
被
具
、
思
う
る
所
以
の
者
 
此
に
称
え
り
)

と
い
い
、
『
孫
子
』
計
に
「
主
敦
有
道
、
将
執
有
能
、
天
地
執
得
、
法
令
敦
行
、
兵
今
山

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
ず

強
、
士
卒
敦
練
、
賞
罰
敦
明
」
(
主
 
敦
れ
か
道
有
る
、
将
 
早
れ
か
能
有
る
、
天
地

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ね

敦
れ
か
得
た
る
、
法
令
 
執
れ
か
行
わ
る
、
兵
衆
 
煮
れ
か
強
き
、
士
卒
 
彫
れ
か
練
れ

る
、
賞
罰
 
敦
れ
か
明
ら
か
な
る
)
と
い
う
。
司
馬
遷
の
「
赴
任
少
卿
書
」
(
『
文
選
』
巻

四
一
)
で
は
「
転
官
千
里
、
矢
肩
白
窮
、
上
兵
不
至
、
士
卒
死
傷
如
積
」
(
転
闘
す
る
こ

と
千
里
、
矢
は
尽
き
道
は
窮
ま
り
て
、
救
兵
至
ら
ず
、
士
卒
の
死
傷
す
る
こ
と
積
む
が
如

し
)
と
、
「
殺
傷
」
で
は
な
い
が
「
死
傷
」
と
と
も
に
用
い
て
い
る
。

〔
難
全
形
〕
「
全
形
」
は
形
す
な
わ
ち
肉
体
を
全
う
す
る
こ
と
。
『
充
倉
子
』
全
道
に
、
「
充

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
う
そ
う
し

倉
子
日
、
全
箭
形
、
抱
汝
生
、
元
使
汝
思
慮
営
営
」
(
充
倉
子
日
く
、
汝
の
形
を
全
う
し
、

 
 
 
 
い
だ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
か

汝
の
生
を
抱
き
、
汝
の
思
慮
を
し
て
営
営
た
ら
し
む
る
死
れ
)
と
い
い
、
孫
緯
「
喩
道
論
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た

(『

O
明
集
』
三
)
に
「
昔
仏
為
太
子
、
棄
国
学
道
、
欲
全
形
以
遁
」
(
昔
 
仏
 
太
子
為

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の
が

る
も
、
国
を
棄
て
て
道
を
学
ば
ん
と
し
、
形
を
全
う
し
て
以
て
屠
れ
ん
と
欲
す
)
と
い
う
。

 
「
難
全
形
」
と
い
う
の
は
、
体
を
傷
つ
け
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
戦
乱

の
激
し
さ
を
い
う
。

11

E
1
2
 
郡
県
丁
丁
役
、
丈
夫
各
征
行

〔
郡
県
〕
郡
と
県
。
周
に
も
郡
県
の
区
分
は
あ
っ
た
が
、
制
度
と
し
て
州
-
郡
-
県
制
が

確
立
さ
れ
た
の
は
始
皇
帝
の
時
か
ら
で
あ
る
。
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
に
も
「
今
陛
下
興
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義
兵
、
音
曲
賊
、
平
定
天
下
、
海
内
為
郡
県
、
法
令
由
一
統
」
(
今
陛
下
 
義
兵
を
興
こ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ

し
、
残
賊
を
善
し
、
天
下
を
平
定
し
、
海
内
 
郡
県
と
為
り
、
法
令
 
 
一
統
に
由
る
)
な

ど
関
連
し
た
記
述
が
見
え
る
。
唐
で
は
郡
を
廃
し
て
州
県
制
と
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は

そ
う
い
っ
た
区
別
が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
「
全
国
各
地
か
ら
」
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

〔
発
丁
役
〕
「
丁
役
」
は
役
に
当
て
ら
れ
る
壮
丁
、
す
な
わ
ち
徴
兵
さ
れ
る
成
年
男
子
を

い
い
、
ま
た
壮
丁
に
課
せ
ら
れ
る
労
役
を
い
う
。
『
唐
律
』
名
馬
三
「
徒
応
役
無
兼
丁
」

の
『
疏
義
』
に
「
其
残
疾
既
骨
腫
役
、
亦
非
兼
丁
之
限
」
(
其
の
残
疾
に
し
て
既
に
丁
役

を
免
れ
、
亦
た
兼
丁
の
限
り
に
非
ず
)
と
あ
る
。
詩
に
お
け
る
用
例
は
未
見
、
張
籍
に
も

こ
の
一
例
の
み
。

〔
丈
夫
〕
 
一
人
前
の
男
、
り
っ
ぱ
な
お
の
こ
。
『
手
事
』
随
の
六
二
の
訓
辞
に
「
係
小
子
、

失
丈
夫
」
(
小
子
に
係
れ
ば
、
丈
夫
を
失
う
)
と
い
い
、
『
孟
子
』
導
燈
農
業
に
「
彼
丈
夫

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
そ

也
、
我
丈
夫
也
、
吾
何
畏
彼
哉
」
(
彼
も
丈
夫
な
り
、
我
も
丈
夫
な
り
、
吾
 
何
ぞ
彼
を
畏

れ
ん
や
)
と
い
う
。

〔
各
征
行
〕
征
伐
に
出
か
け
る
こ
と
。
『
三
国
志
』
叢
書
・
曹
真
伝
に
、
「
(
曹
)
真
毎
征

行
、
与
士
卒
同
労
苦
」
(
(
曹
)
真
征
行
す
る
毎
に
、
士
卒
と
労
苦
を
同
じ
く
す
)
と
い
い
、

何
婁
の
「
景
福
殿
賦
」
(
『
文
選
』
巻
一
一
)
に
「
惟
眠
越
之
不
静
、
磨
征
行
之
未
寧
」
(
惟

 
び
ん
え
つ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
や
す
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
と

れ
眠
越
の
静
か
な
ら
ざ
る
、
征
行
の
未
だ
寧
か
ら
ざ
る
を
生
る
)
と
い
う
。
詩
に
お
け
る

例
に
は
、
杜
甫
の
「
清
明
」
(
『
詳
註
』
巻
二
三
)
に
「
馬
事
征
行
在
眼
前
、
葛
強
親
近
同

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
っ
き
ょ
う

心
事
」
(
馬
援
の
征
行
 
眼
前
に
在
り
、
葛
強
の
親
近
 
心
事
同
じ
)
の
句
が
あ
る
。

引
き
続
き
農
民
た
ち
の
心
境
が
語
ら
れ
る
。
兵
士
に
な
る
苦
労
を
い
う
部
分
で
あ
る
。

B
・
1
4
 
生
男
不
能
養
、
灌
身
有
姓
名

〔
生
男
不
能
養
〕
男
の
子
を
産
ん
で
も
養
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
徴
兵
さ
れ
、
戦
場
の
露

と
消
え
る
か
ら
で
あ
る
。
陳
琳
の
「
飲
馬
長
融
業
行
」
(
『
玉
壼
新
詠
』
巻
一
)
に
「
生
男

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ほ
 
 
 
 
 
 
 
ほ
し
に
く

慎
莫
挙
、
生
女
哺
用
哺
」
(
男
を
生
む
も
慎
ん
で
挙
ぐ
る
莫
れ
、
女
を
生
ま
ば
哺
す
る
に
哺

 
も

を
用
っ
て
せ
よ
)
と
い
い
、
杜
甫
の
「
兵
車
行
」
(
『
詳
註
』
巻
二
)
に
も
「
信
知
生
男
悪
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
ニ
と

反
石
生
女
好
、
生
女
猶
得
嫁
比
隣
、
生
男
埋
没
随
百
草
」
(
信
に
知
る
 
男
を
生
む
は
悪

 
 
か
え

く
、
反
っ
て
青
れ
 
女
を
生
む
は
好
き
を
、
女
を
生
め
ば
猶
お
比
隣
に
嫁
す
る
を
得
、
男

を
生
め
ば
埋
没
し
て
百
草
に
随
う
)
と
い
う
。

〔
催
身
有
姓
名
〕
「
姓
名
」
は
氏
名
、
名
前
。
『
孫
子
』
上
間
に
「
必
先
知
其
守
将
・
左
右

・
謁
者
・
門
者
・
舎
人
之
姓
名
、
令
吾
国
難
索
知
之
」
(
必
ず
先
ず
其
の
守
将
・
左
右
・

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
れ

謁
者
・
聾
者
・
舎
人
の
姓
名
を
知
り
、
吾
が
間
を
し
て
必
ず
之
を
索
帯
せ
し
む
)
と
い
い
、

曹
 
の
「
与
呉
質
書
」
(
『
文
選
』
巻
四
一
)
に
「
甘
子
姓
名
、
巳
為
鬼
録
」
(
其
の
姓
名

を
観
れ
ば
、
已
に
鬼
録
と
為
る
)
と
い
う
。

 
こ
の
句
、
自
分
に
姓
名
が
あ
る
こ
と
を
恐
れ
る
と
い
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
李
冬
生

注
に
い
う
よ
う
に
徴
兵
の
こ
と
を
述
べ
る
の
で
あ
ろ
う
。
徴
兵
の
名
簿
に
自
分
の
名
前
が

載
っ
て
い
る
の
を
お
そ
れ
る
の
で
あ
る
。

 
李
冬
生
注
に
述
べ
る
よ
う
に
、
手
業
の
兵
役
制
度
は
、
 
一
つ
は
府
兵
制
で
あ
り
、
も
う

一
つ
は
府
兵
制
が
崩
壊
し
た
後
の
募
兵
制
で
あ
っ
た
。
こ
の
府
兵
制
は
、
戸
籍
に
登
録
さ

れ
て
い
る
人
民
の
中
か
ら
徴
兵
し
、
そ
の
間
の
租
庸
調
を
免
除
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、

唐
代
中
期
に
は
廃
止
さ
れ
て
、
職
業
軍
人
を
募
集
す
る
募
兵
制
に
変
わ
っ
た
。
張
籍
の
時

期
に
は
募
兵
制
が
中
心
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
文
学
作
品
の
中
の
表
現
で
あ
る
か
ら
、
歴

史
的
事
実
と
符
合
し
な
い
場
合
も
あ
り
え
よ
う
。

 
徴
兵
を
恐
れ
る
農
民
の
心
境
。
こ
の
詩
の
主
人
公
で
あ
る
「
五
陵
」
の
少
年
目
「
烈
士
」

は
こ
の
よ
う
な
一
般
的
な
人
民
と
は
こ
と
な
り
、
武
功
を
立
て
よ
う
と
い
う
強
い
望
み
を

抱
い
て
い
る
。
そ
の
心
情
が
最
後
の
四
句
で
描
か
れ
る
。

15

E
1
6
 
良
馬
不
念
秣
、
烈
士
不
言
営

〔
良
馬
〕
『
周
易
』
大
渓
の
九
三
の
交
辞
に
「
良
馬
逐
、
利
銀
子
、
日
閑
輿
衛
、
利
有
仮

 
 
 
 
 
お
 
 
 
 
 
な
や
 
 
 
 
た
だ
 
 
 
 
 
 
 
よ
う
 
 
 
 
 
よ
え
い
 
 
 
と
ざ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
こ
ろ

往
」
(
良
馬
逐
う
、
銀
み
て
貞
し
き
に
利
し
、
輿
衛
を
齢
す
と
日
う
も
、
往
く
仮
有
る
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
れ
 
 
ひ

利
し
)
と
い
い
、
『
毛
詩
』
廓
風
「
干
施
」
に
「
素
糸
紙
之
、
良
馬
四
之
」
(
素
糸
 
之
を
砒

 
 
 
 
 
こ
れ

す
、
良
馬
 
之
を
四
と
す
)
と
い
う
。
曹
 
の
「
善
哉
行
」
(
『
文
選
』
巻
二
七
)
に
「
策

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
ち
う
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き

我
良
馬
、
被
我
軽
装
、
載
馳
載
駆
、
聯
以
忘
憂
」
(
我
が
良
馬
に
策
ち
、
我
が
軽
装
を
被

 
 
す
な
わ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
 
 
 
 
い
さ
さ

て
、
載
ち
馳
せ
載
ち
駆
り
、
柳
か
以
て
憂
い
を
忘
れ
ん
)
と
い
う
。

〔
不
念
秣
〕
「
秣
」
は
ま
ぐ
さ
。
よ
い
馬
は
ま
ぐ
さ
の
こ
と
ば
か
り
考
え
な
い
と
い
う
の

で
あ
る
。
次
の
「
烈
士
」
の
句
の
比
喩
と
な
っ
て
い
る
。

〔
烈
士
〕
『
荘
子
』
秋
水
に
「
白
刃
交
於
前
、
視
死
軍
生
者
、
烈
士
之
勇
也
」
(
白
刃
 
前

に
交
わ
り
て
、
死
を
視
る
こ
と
生
の
若
き
は
、
烈
士
の
勇
な
り
)
と
い
い
、
『
史
記
』
伯

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
ん
ぶ
 
 
 
 
 
 
し
た
が

夷
列
伝
に
「
貧
夫
徊
財
、
烈
士
津
名
、
奄
暴
死
権
、
衆
庶
畢
生
」
(
貧
夫
は
財
に
徊
い
、

 
 
 
 
 
 
 
 
こ
し
や
 
 
け
ん
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ

烈
士
は
名
に
徊
い
、
脊
者
は
権
に
死
し
、
衆
庶
は
生
に
凋
る
)
-
・
」
い
う
。
曹
操
の
 
「
歩
出

夏
門
行
」
(
『
楽
府
詩
集
』
巻
三
七
)
に
も
、
「
騨
老
伏
樫
、
志
在
千
里
、
烈
士
慕
年
、
壮
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き
 
 
 
 
 
 
れ
き

心
不
巳
」
(
騨
老
い
て
樫
に
伏
す
も
、

と
い
う
有
名
な
句
が
あ
る
。

志
は
千
里
に
在
り
、
烈
士
三
年
、
壮
心

や已
ま
ず
)

常
套
的
な
表
現
で
あ
る
と
い
え
る
。

〔
不
筍
営
〕
「
荷
営
」
は
用
例
が
見
当
た
ら
な
い
。

一
時
的
に
私
利
を
は
か
る
の
意
。

李
冬
生
注
に
よ
れ
ば
「
荷
二
曲
私
」
、

 
私
利
を
去
り
、
国
の
た
め
に
働
こ
う
と
い
う
姿
が
、
良
馬
の
比
喩
を
借
り
て
、
対
句
に

よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
。
そ
の
心
情
が
も
っ
と
は
っ
き
り
と
し
た
形
で
詠
じ
ら
れ
る
の
が
、

結
び
の
二
更
で
あ
り
、
こ
の
二
流
は
そ
れ
を
引
き
出
す
働
き
を
し
て
い
る
。

17

E
1
8
 
所
願
除
国
難
、
再
留
手
下
平

〔
所
願
〕
願
い
。
『
孟
子
』
公
孫
錦
上
に
「
皆
古
聖
人
望
、
玉
詠
能
有
行
焉
、
乃
所
願
則

学
孔
子
也
」
(
皆
 
古
の
聖
人
な
り
、
野
景
だ
行
う
有
る
能
わ
ず
、
乃
ち
願
う
所
は
則
ち

孔
子
に
学
ば
ん
)
と
い
い
、
陶
淵
明
の
「
直
情
賦
」
(
四
部
去
冬
本
巻
六
)
に
「
考
所
願

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
が
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
け
つ
け
つ

而
玉
澤
、
書
契
契
以
苦
心
」
(
願
う
所
を
考
う
る
に
必
ず
違
い
、
徒
ら
に
契
契
と
し
て
以

て
心
を
苦
し
ま
し
む
)
と
い
う
。

〔
除
国
難
〕
『
漢
書
』
翠
方
骨
伝
に
「
方
今
宗
室
衰
弱
、
外
無
手
蕃
、
天
下
傾
首
服
従
、

莫
能
⊥
立
葵
国
難
」
(
方
今
 
宗
室
衰
弱
し
、
外
に
強
由
無
く
、
天
下
は
傾
首
し
て
服
従
し
、

 
 
 
 
 
こ
う
か
ん

能
く
国
難
に
充
拝
す
る
浮
し
)
と
い
う
。
曹
植
の
「
白
馬
篇
」
(
『
文
選
』
巻
二
七
)
の
結

び
に
「
名
編
壮
士
籍
、
不
得
中
顧
私
、
揖
躯
赴
国
難
、
視
死
忽
如
帰
」
(
名
は
壮
士
の
籍

 
へ
ん
 
か
え
り
み
す

に
編
せ
ら
れ
、
中
に
私
を
顧
る
を
得
ず
、
躯
を
掲
て
て
国
難
に
赴
き
、
死
を
視
る
こ
と

 
忽
と
し
て
帰
す
る
が
如
し
)
と
い
う
の
は
、
こ
の
詩
と
似
た
心
情
を
詠
じ
て
い
る
。

〔
再
二
天
下
平
〕
『
礼
記
』
大
学
に
「
物
格
而
后
知
至
、
知
至
而
后
意
誠
、
意
誠
而
后
心

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
た

正
、
心
正
而
后
身
脩
、
身
脩
而
后
家
斉
、
家
斉
而
后
国
治
、
国
治
而
后
天
下
平
」
(
物
格

 
 
の
ち
 
 
 
 
い
た
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
こ
と

り
て
后
に
知
至
る
、
知
至
り
て
后
に
意
誠
な
り
、
温
潤
に
し
て
后
に
心
正
し
、
心
正
し
く

 
 
 
 
 
お
さ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
と
の

し
て
后
に
身
脩
ま
る
、
身
早
ま
り
て
后
に
家
斉
う
、
家
斉
い
て
后
に
国
治
ま
る
、
国
治
ま

り
て
后
に
天
下
平
ら
か
な
り
)
の
有
名
な
文
章
が
あ
る
。

【
補
】

 
楽
府
題
に
は
「
西
州
」
と
い
う
の
は
な
い
よ
う
で
、
『
楽
府
詩
集
』
に
も
こ
の
詩
は
採

ら
れ
て
い
な
い
。
『
楽
府
詩
集
』
巻
七
二
雑
曲
歌
辞
に
「
西
洲
曲
」
は
あ
る
が
、
男
女
の

恋
愛
の
情
に
つ
い
て
詠
じ
た
も
の
で
、
温
皆
々
の
同
題
の
楽
府
も
恋
愛
を
テ
ー
マ
と
し
た

も
の
で
あ
る
。
こ
の
詩
と
は
切
り
離
し
て
考
え
た
方
が
よ
い
よ
う
だ
。

 
た
だ
内
容
は
、
武
功
を
立
て
て
国
難
を
救
い
た
い
と
い
う
遊
侠
少
年
の
思
い
を
詠
じ
た

も
の
で
、
「
結
客
少
年
場
行
」
な
ど
の
楽
府
の
流
れ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
作
品
と
い
え
よ

'
つ
。

 
全
体
の
構
成
と
し
て
は
、
第
-
～
6
句
、
異
民
族
と
戦
乱
状
態
に
あ
る
こ
と
を
述
べ
て

場
面
を
設
定
し
、
第
7
～
1
4
句
、
農
民
が
戦
乱
を
恐
れ
て
耕
作
を
や
め
て
し
ま
っ
た
状
況

を
述
べ
、
第
1
5
～
1
8
句
、
主
人
公
の
気
概
を
詠
じ
て
結
ん
で
い
る
。

 
表
現
面
に
着
目
す
る
と
、
全
体
的
に
杜
甫
に
基
づ
い
た
表
現
が
多
く
、
特
に
第
7
～
1
4

句
の
部
分
は
最
も
杜
甫
に
学
ん
だ
と
こ
ろ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
課
業
は
杜
甫
を
尊
敬
し
、

杜
甫
の
詩
の
灰
を
飲
ん
で
あ
や
か
ろ
う
と
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
ま
で
語
ら
れ
て
い
る

が
(
『
雲
仙
雑
記
』
)
、
張
籍
の
杜
甫
に
対
す
る
傾
倒
を
よ
く
示
し
た
作
品
と
い
え
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
異
民
族
と
の
戦
争
と
い
う
切
実
な
テ
ー
マ
を
扱
い
な
が
ら
、

全
体
に
わ
た
っ
て
表
現
が
観
念
的
で
具
体
性
に
乏
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
楽
府
的
な
作

品
で
あ
る
た
め
と
い
う
こ
と
と
同
時
に
、
若
い
頃
に
杜
甫
に
な
ら
っ
て
詠
じ
た
習
作
で
あ

る
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

(
橘
)

一
九
九
八
年
九
月
二
十
四
日
受
理

畑
村
 
学
 
 
宇
部
工
業
高
等
専
門
学
校
一
般
科
講
師

橘
 
英
範
 
 
姫
路
濁
協
大
学
外
国
語
学
部
講
師

 
私
欲
を
離
れ
国
難
に
赴
こ
う
と
い
う
「
烈
士
」
の
心
意
気
が
、
極
め
て
直
裁
に
詠
じ
ら

れ
た
結
び
の
二
句
。
先
に
引
い
た
曹
植
の
「
白
馬
篇
」
の
他
、
飽
照
の
「
出
自
葡
北
門
行
」

(『

ｶ
選
』
巻
二
八
)
の
結
び
「
時
危
見
臣
節
、
世
乱
知
忠
良
。
投
躯
報
明
主
、
身
死
為

国
膓
」
(
時
危
く
し
て
 
臣
節
を
見
、
世
乱
れ
て
 
忠
良
を
知
る
。
躯
を
投
じ
て
 
明
主

 
 
 
 
 
 
 
 
こ
く
し
よ
う

に
報
い
、
身
死
し
て
 
国
膓
と
為
ら
ん
)
な
ど
、
多
く
の
楽
府
詩
や
辺
塞
詩
に
見
ら
れ
る
、


